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こ
れ
が 

平
成
　
年
度 

財
政
公
表 

14

平成14年度の会計決算がまとまり

ました。一人ひとりの暮らしと密接

なかかわりのある『市の財政』。納め

られた税金がどのように使われたの

か、その概要をお知らせします。

一般会計

歳
　
入

歳
入
総
額
は
、
百
五
十
二
億
三

千
六
百
三
十
六
万
円
（
前
年
度
比

二
・
九
ポ
イ
ン
ト
減
）。

歳
入
全
体
で
最
も
多
い
の
が
地

方
交
付
税
で
、
全
体
の
三
二
・

九
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
地

方
交
付
税
は
、
自
主
財
源
が
乏
し

い
自
治
体
に
対
し
、
国
か
ら
交
付

さ
れ
る
も
の
で
す
。
市
民
税
や
固

定
資
産
税
な
ど
自
主
財
源
の
大
黒

柱
と
な
る
市
税
は
、
全
体
の
二

五
・
五
％
で
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
市
の
借
入
金
と
な

る
市
債
は
、
十
四
年
度
末
（
一
般

会
計
）
現
在
高
で
、
約
百
九
億
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

1億 2億 10億 20億 

固 定 資 産 税  

市 民 税  

た　ば　こ　税 

都 市 計 画 税  

軽 自 動 車 税  

そ　　の　　他 

市
税
の
内
訳 

19億7,938万円 

14億7,023万円 

1億9,406万円 

1億6,050万円 

7,235万円 

15万円 

固定資産税 市民税 軽自動車税都市計画税 特
別
土
地
保
有
税

入
湯
税

49,254円
（48,064円）

36,585円
（40,862円）

1,800円
（1,730円）

4,829円
（5,053円）

4円
（5円）

依存財源 
89億4,549万円 

　　（58.7％） 

自主財源 
62億9,087万円 

　　（41.3％） 

歳入合計 
152億3,636万円 

地方交付税 
50億1,654万円 
　（32.9％） 

市税 
38億7,667万円 
（25.5％） 

繰越金 
8億2,278万円 

その他 
16億5,804万円 

県支出金 
11億　　   
5,528万円 

国庫支出金 
10億8,527万円 

（5.4％） 

（7.1％） 

　市債 
8億6,869万円 
（5.7％） 

（10.9％） 

諸収入 
7億5,309万円 
（4.9％） 

市税や財産収入、諸 
収入など、市が自分 
で確保できる財源 

地方交付税や国・県支 
出金など、市以外に依 
存している財源 

（7.6％） 

市民一人当たりの市税負担額
9万6,466円（9万9,611円） （ ）内は前年度（36万7,114円） （ ）内は前年度

商工費農林水産業費 消防費 その他

32,044円
（38,203円）

16,642円
（14,045円）

12,923円
（13,212円）

12,640円
（14,567円）

議会費

労働費

災害
復旧費

たばこ税

3,994円
（3,897円）

歩道のバリアフリー化などが行われた三番線 

改築工事が進む富田小学校 

歩道のバリアフリー化などが行われた三番線 
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◆小学校施設整備事業
（教育費・富田小学校改築工事など）

………………… 3億4,021万円
◆市単道路・河川整備事業
（土木費・市道や側溝の改修工事など）

………………… 2億3,906万円

◆北部第三土地区画整理事業
（土木費）

………………… 2億1,069万円
◆特定交通安全施設等整備事業
（土木費・三番線の整備など）

………………… 1億9,268万円

主な建設事業の決算額

歳
　
出

歳
出
は
、
百
四
十
三
億
二
百
五

十
六
万
円
（
前
年
度
比
三
・
八
ポ

イ
ン
ト
減
）
で
し
た
。

目
的
別
の
決
算
で
は
、
民
生
費

（
一
九
・
二
％
）、
土
木
費
（
一

三
・
七
％
）、
教
育
費
（
一
三
・

一
％
）
な
ど
、
性
質
別
の
決
算
で

は
、
人
件
費
（
二
〇
・
一
％
）
や
、

普
通
建
設
事
業
費（
一
九
・
四
％
）

物
件
費
（
一
四
・
九
％
）
な
ど
が

大
き
く
占
め
て
い
ま
す
。

目  

的  

別  

決  

算  

額 

消防費・商工費・災害復旧費など 

歳出合計 
143億256万円 

性  

質  

別  

決  

算  

額 

12億8,774万円 
（9.0％） 

農林 
水産業費 民生費 

27億5,034万円 
     （19.2％） 

総務費 
16億1,158万円 
　　（11.3％） 

衛生費 
16億3,435万円 
（11.4％） 

土木費 
19億5,851万円 
   （13.7％） 

教育費 
18億7,594万円 
  （13.1％） 
 

　公債費 
14億8,801万円 
　　（10.4％） 
 

16億9,609万円 
　　（11.9％） 
 

その他 

普通建設事業費 
　　　　27億7,129万円（19.4％） 

人件費　28億7,958万円（20.1％） 

物件費　21億2,714万円（14.9％） 

扶助費　17億   666万円（11.9％） 

補助費等　15億6,153万円（10.9％） 

公債費　14億8,777万円（10.4％） 

その他　17億6,859万円（12.4％） 

性
質
別
決
算

支
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
も
の

や
投
資
的
な
も
の
な
ど
、
性
質
ご

と
に
分
類
し
た
決
算
で
す
。

企業会計決算額 
水道事業 

特別会計決算額  

収益的 
収　支 
 
資本的 
収　支 
 

歳入　 １億1,917万円 
歳出　 １億1,917万円 
差引　 　　　　 ０円 

歳入　　 　6,270万円 
歳出　 １億   604万円 
差引　　 △4,334万円 

（不足額は、留保資金で補てん）

国民健康保険事業 

歳入　28億   303万円 
歳出　26億7,576万円 
差引 　 1億2,727万円　 

老 人 保 健 事 業 

歳入　46億7,374万円 
歳出　46億6,769万円 
差引　　   　605万円 

簡 易 水 道 事 業 

歳入　  　  7,629万円 
歳出　　    7,052万円 
差引　  　     577万円 

農業集落排水事業 

歳入　12億5,117万円 
歳出　12億3,556万円 
差引　　　1,561万円 

下 水 道 事 業  

歳入　16億9,019万円 
歳出　16億9,019万円 
差引　 　  　　　0円 

介 護 保 険 事 業  

歳入　22億3,806万円 
歳出　21億7,015万円 
差引　　　6,791万円 

目
的
別
決
算

事
業
の
目
的
ご
と
に
内
容
を
ま

と
め
た
決
算
で
す
。

歳出を市民一人当たりに換算すると
35万5,901円

土木費民生費 教育費 公債費総務費衛生費

68,439円
（66,093円）

48,735円
（51,077円）

46,680円
（49,572円）

40,669円
（38,216円）

40,102円
（49,393円）

37,027円
（32,736円）

改築工事が進む富田小学校 改築工事が進む富田小学校 



　

優
良
木
造
住
宅
団
地
『
フ
ォ
レ

ス
ト
タ
ウ
ン
』
で
は
、
新
築
す
る

建
築
様
式
や
外
観
な
ど
に
一
定
の

基
準
を
設
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

地
域
全
体
で
、
景
観
に
配
慮
し
た

地
区
を
形
成
し
よ
う
と
い
う
も
の

で
す
。

　

緑
豊
か
な
景
観
を
備
え
た
閑
静

で
落
ち
着
き
の
あ
る
低
層
住
宅
地

区
で
、
徒
歩
圏
内
に
保
育
園
や
小

学
校
・
中
学
校
が
あ
る
ほ
か
、
上

下
水
道
を
完
備
。
国
道
一
五
七
号

に
近
接
し
、
生
活
に
必
要
な
店
舗

が
近
く
に
あ
る
な
ど
、
利
便
性
の

高
い
地
区
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
全
体
で
景
観
づ
く
り

位　　置　中野・中荒井地係

　　　　 　（北部第三土地区画整理事業区域内）

宅地面積　約 75 坪～ 114 坪

問い合わせ先　都市整備課住宅緑地係

　　　 　（TEL66・１１１１内線３５５）

31 区画を分譲

～景観に配慮した
　　　　優良木造住宅団地～

完成予想図

フ
ォ
レ
ス
ト
タ
ウ
ン 

下庄 
小学校 

三番交番 

陽明 
中学校 

三
番

線
 

青少年 
教育センター 

大野土木 
事務所 

大野 
郵便局 

大野 
警察署 

木
瓜
川 

Ｒ
１
５
７ 

フォレスト 
タウン 

N

木 
瓜 

川 

N
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敷
地
面
積
の
最
低
限
度

２
３
０
平
方
c

壁
面
の
位
置

壁
面
ま
た
は
柱
の
面
は
、

道
路
境
界
線
お
よ
び
隣
地
境

界
線
か
ら
１
c

以
上
あ
け
る

構
造
、
形
態
、
工
夫
や
趣
向

①
構
造
は
木
造
で
、
積
雪
を
考

慮
し
た
部
材
寸
法
を
使
用

②
屋
根
は
勾
配
屋
根
を
基
本

（
片
流
れ
は
避
け
る
）と
し
景

観
形
成
上
支
障
が
な
い
こ
と

※
日
本
か
わ
ら
ぶ
き
を
推
奨

③
車
庫
は
建
物
に
取
り
込
む
こ

と
を
推
奨
。
別
棟
と
す
る
場

合
、
建
物
と
調
和
し
た
も
の

④
青
・
赤
・
黄
な
ど
極
端
な
原

色
を
避
け
、
建
築
物
の
形
態

な
ど
が
周
辺
の
景
観
と
調
和

す
る
よ
う
心
が
け
る

⑤
材
料
は
、
県
産
材
の
活
用
に

つ
と
め
る

垣
ま
た
は
さ
く

・

・

の
構
造

道
路
や
公
共
用
地
に
面
す

る
敷
地
に
垣
や
さ
く

・

・

を
設
け

る
場
合
は
、
高
さ
１
・
８
c

以
下
の
生
け
垣
と
す
る
。

や
む
を
得
ず
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど

で
構
築
す
る
場
合
は
、
地
盤

面
か
ら
６
０
b

以
下
と
す
る

建
築
物
の
制
限
な
ど



七
月
十
九
日
か
ら
、
子
育
て
交

流
ひ
ろ
ば
「
ち
っ
く
た
っ
く
」
が

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
Ｖ
Ｉ
Ｏ
内

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
乳
幼
児
を
持
つ
親
子
な

ど
が
、
気
軽
に
集
い
、
交
流
で
き

る
場
所
と
な
る
も
の
で
す
。

広
場
に
は
、
乳
幼
児
が
遊
ぶ
こ

と
の
で
き
る
、
お
も
ち
ゃ
や
絵
本

な
ど
を
備
え
た
ス
ペ
ー
ス
を
は
じ

め
、
親
同
士
が
い
す
に
座
っ
て
子

育
て
の
楽
し
さ
や
悩
み
な
ど
を
お

し
ゃ
べ
り
す
る
よ
う
な
交
流
ス
ペ

ー
ス
を
設
け
て
い
ま
す
。

ま
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
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間
の
水
が
入
る
量
・
出
る
量
が
、

と
も
に
約
九
千
九
百
万
立
方
c

で

あ
る
こ
と
や
、
こ
れ
ま
で
『
一
日

に
二
十
万
立
方
c

』
と
さ
れ
て
い

た
水
の
流
動
量
が
『
約
二
十
六
万

八
千
立
方
c

』
で
あ
る
こ
と
な
ど

も
分
か
り
ま
し
た
。

報
告
書
で
は
、
今
後
の
地
下
水

管
理
に
、
次
の
こ
と
へ
留
意
す
る

必
要
が
あ
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。

○
地
下
水
に
つ
い
て
大
い
に
関
心

を
持
つ

○
地
下
水
を
汚
さ
な
い

○
融
雪
に
地
下
水
を
使
わ
な
い

○
管
理
・
保
全
に
費
用
負
担
が
必

要
な
こ
と
を
確
認
す
る

○
子
孫
の
た
め
に
新
し
い
地
下
水

資
源
を
生
み
だ
す

ま
た
こ
の
ほ
か
、
水
問
題
を
総

合
的
に
扱
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
の
新
設
や
、
専
門
家
を
育
て
る

環
境
づ
く
り
の
必
要
性
な
ど
が
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

生
活
環
境
課
環

境
保
全
係
（
1
66
・
１
１
１
１

内
線
４
６
２
）

活
用
し
、
子
育
て
に
関
す
る
情
報

収
集
の
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
や
、
休

憩
ス
ペ
ー
ス
の
ほ
か
、
外
か
ら
見

え
な
い
よ
う
仕
切
ら
れ
た
、
授
乳

ス
ペ
ー
ス
や
相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど

を
設
け
て
い
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
（
保
育
士
な
ど
）
が

常
駐
し
て
、
相
談
な
ど
を
受
け
付

け
る
ほ
か
、
利
用
者
の
要
望
な
ど

を
聞
き
な
が
ら
、
子
育
て
に
関
す

る
講
演
会
を
開
く
こ
と
な
ど
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

当
分
の
間
、
Ｖ
Ｉ
Ｏ
の
営
業
日

に
開
い
て
い
ま
す
。
時
間
は
、
午

前
十
時
〜
午
後
七
時
三
十
分
で
す
。

ひ
ろ
ば
で
行
う
内
容

・
親
子
が
交
流
や
集
う
こ
と
の
で

き
る
場
所
の
提
供

・
子
育
て
に
関
す
る
相
談
や
援
助

・
市
の
子
育
て
に
関
す
る
情
報
な

ど
の
提
供

・
子
育
て
や
子
育
て
支
援
に
関
す

る
講
習
の
実
施

・
そ
の
他
子
育
て
に
関
す
る
こ
と

問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
児
童
福

祉
係
（
1
66
・
１
１
１
１
内
線

４
７
５
）

大
野
市
地
下
水
総
合
調
査 

〜
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
を
作
成
し
配
布
へ
〜 

平
成
十
三
〜
十
四
年
度
に
か
け

て
行
っ
た
地
下
水
総
合
調
査
の
概

要
報
告
書
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
調
査
は
、
地
下
水
の
保
全

と
有
効
利
用
に
向
け
た
「
大
野
市

地
下
水
管
理
計
画
」
を
策
定
す
る

基
礎
資
料
を
得
る
た
め
に
行
っ
た

も
の
で
す
。

調
査
費
用
は
二
年
間
で
二
千
百

十
万
五
千
円
。
調
査
は
地
形
や
地

質
と
の
地
下
水
の
か
か
わ
り
、
気

候
・
水
位
・
水
質
・
河
川
の
流
量

な
ど
基
礎
的
な
内
容
や
、
地
下
水

の
利
用
状
況
な
ど
を
集
計
。
こ
れ

ら
デ
ー
タ
ー
を
盛
り
込
み
、
総
合

的
に
水
が
入
る
量
・
出
る
量
の
実

態
を
再
現
す
る
、
地
下
水
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
の
作
成
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

な
お
調
査
結
果
を
も
と
に
地
下

水
の
状
況
な
ど
を
取
り
ま
と
め
た

「
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
」
を
作
成
し

全
戸
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。

グ
ラ
フ
は
真
名
川
よ
り
西
の
地

域
に
つ
い
て
、
平
成
九
年
〜
十
三

年
平
均
の
地
下
水
の
か
ん
養
量
や

河
川
へ
の
流
出
量
な
ど
、
水
が
入

る
量
・
出
る
量
に
つ
い
て
割
合
を

推
計
し
た
も
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
地
下
水
の
約

九
〇
％
は
河
川
へ
流
出
し
、
生
活

用
水
な
ど
地
下
か
ら
く
み
上
げ
ら

れ
て
い
る
量
は
、
約
九
％
で
あ
る

こ
と
な
ど
が
分
か
り
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
調
査
に
よ
り
、
一
年

生
活
用
水
で
九
％
流
出 

地
下
水
管
理
の
考
え
方 

【
地
下
水
管
理
の
原
則
】

流出する水の割合 流入する水の割合 

降水 
45％ 

河川 
40％ 

河川流出 
91％ 

揚水量 
 9％ 

その他 3％ 

かんがい水 
      12％ 

〜
悩
み
相
談
な
ど
、
気
軽
に
集
え
る
場
〜 

「
ち
っ
く
た
っ
く
」 

交
流
ひ
ろ
ば 

子育て交流ひろば 

Vio平面図 

国道158号↓ 

「ちっくたっく」 

ス
タ
ッ
フ
が
常
駐 

ス
タ
ッ
フ
が
常
駐 

（５）2003.8  広報おおの

「
大
野
市
景
観
賞
」「
景
観
特

選
お
お
の
」
と
も
に
対
象
と
な
る

も
の
を
自
薦
・
他
薦
を
問
わ
ず
、

広
く
募
集
し
ま
す
。

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
写
真

を
添
え
て
提
出
く
だ
さ
い
。

●
応
募
す
る
人
の
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号

●
景
観
の
名
称
・
所
在
地
・
推
薦

や
応
募
の
理
由

９
月
30
日
j

※
応
募
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て

は
、
大
野
市
都
市
景
観
審
議
会

で
審
査
を
行
い
ま
す
。

審
査
の
結
果
な
ど
は
、
後
日

予
定
し
て
い
る
「
都
市
景
観
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で
、
発
表
を
行

い
ま
す
。

都
市
整
備
課
計
画
係
（
1
66
・

１
１
１
１
内
線
３
５
３
）

宅
・
店
舗
な
ど
）

●
工
作
物
（
塀
・
門
・
生
け
垣
・

庭
園
・
照
明
塔
な
ど
）

活
動
部
門

市
内
で
景
観
の
維
持
向
上
に
努

め
て
い
る
団
体
な
ど

※
例

・
ま
ち
な
み
保
全
な
ど
の
ま
ち
な

み
づ
く
り
活
動

・
ご
み
拾
い
や
清
掃
な
ど
の
環
境

美
化
運
動

将
来
に
残
し
た
い
と
思
う
大
野

ら
し
い
建
築
物
や
風
景
・
自
然
環

境
な
ど
を
、
市
が
認
定
し
広
く
知

っ
て
も
ら
う
も
の
で
、
平
成
十
三

年
度
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

認
定
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

表
札
の
掲
示
や
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

な
ど
へ
の
掲
載
を
通
じ
て
、
広
く

一
般
に
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

対
象市

内
全
域
に
あ
る
建
築
物
（
個

人
住
宅
・
公
共
建
築
物
・
寺
社
・

店
舗
・
看
板
な
ど
）
や
自
然
景
観

な
ど
で
大
野
ら
し
く
将
来
に
残
し

た
い
も
の

優
れ
た
景
観
づ
く
り
に
貢
献
し

て
い
る
建
築
物
や
工
作
物
を
は
じ

め
、
良
好
な
景
観
維
持
に
貢
献
し

て
い
る
団
体
な
ど
を
表
彰
す
る
も

の
で
、
建
築
部
門
と
活
動
部
門
の

二
部
門
が
あ
り
ま
す
。

平
成
九
年
か
ら
始
ま
り
、
今
回

で
四
回
目
と
な
り
ま
す
。

建
築
部
門

市
内
の
建
築
物
や
工
作
物
、
そ

れ
ら
が
複
合
す
る
景
観
な
ど
で
、

次
の
条
件
を
満
た
す
も
の

・
デ
ザ
イ
ン
、
色
彩
な
ど
が
周
辺

環
境
に
調
和
し
、
優
れ
た
景
観

を
創
出
し
て
い
る
も
の

・
歴
史
的
な
景
観
に
調
和
す
る
も

の
、
ま
た
は
自
然
環
境
の
保
全

に
寄
与
し
て
い
る
も
の

・
地
区
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
優

れ
た
景
観
づ
く
り
に
寄
与
し
て

い
る
も
の

・
建
築
さ
れ
て
か
ら
五
年
を
経
過

し
て
い
な
い
も
の

※
例

●
建
築
物
（
個
人
住
宅
・
集
合
住

大
野
市
景
観
賞

第
三
百
二
十
六
回
の
定
例
市
議

会
が
、
六
月
十
日
か
ら
二
十
五
日

ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。「
一
般
会

計
補
正
予
算
案
」
や
「
老
人
保
健

特
別
会
計
補
正
予
算
案
」
な
ど
九

議
案
を
審
議
。
い
ず
れ
も
原
案
ど

お
り
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
市
会
案
が

三
件
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
で
は
、
歳
入
・
歳
出

に
そ
れ
ぞ
れ
二
億
千
百
六
十
万
二

千
円
が
追
加
さ
れ
、
予
算
総
額
は

百
四
十
二
億
二
千
三
百
六
十
万
二

千
円
と
な
り
ま
し
た
。
前
年
同
期

と
比
べ
一
・
二
％
の
減
で
す
。

主
な
事
業
は
、
太
陽
光
発
電
設

備
な
ど
、
環
境
に
配
慮
し
た
住
宅

設
備
の
工
事
費
用
に
補
助
を
行
う

環
境
基
本
計
画
推
進
事
業
を
は
じ

め
、
市
道
の
整
備
な
ど
で
す
。
ま

た
今
回
、
庁
舎
建
設
基
金
へ
の
積

み
立
て
を
計
上
し
ま
し
た
。

人
事
案
件

監
査
委
員
と
固
定
資
産
評
価
員

の
選
任
に
つ
い
て
、
同
意
さ
れ
ま

し
た
。

監
査
委
員

川
田
　
重
一（

64
歳
・
中
荒
井
）

固
定
資
産
評
価
員

飯
山
　
靖
二（

58
歳
・
清
瀧
）

※
敬
称
略

環
境
に
配
慮
し
た
住
宅
設
備
へ
の
補
助
な
ど

一
般
会
計
に
二
億
千
百
万
円
余
を
追
加

6月補正 一般会計の主な事業
◆総務費
庁舎建設基金積立…………………………100,000千円

◆衛生費
環境基本計画推進事業
（太陽光発電設備などの工事費用への補助）
……………………………………………… 12,600千円

◆土木費
緊急地方道路整備事業（市道木本南北８号線）
……………………………………………… 33,342千円

景
観
特
選
お
お
の

募
集
要
項

必
要
事
項

応
募
締
切
日

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

大
野
市
景
観
賞 

景
観
特
選
お
お
の 

候 

補 

を 

募 

集 



七
月
十
九
日
か
ら
、
子
育
て
交

流
ひ
ろ
ば
「
ち
っ
く
た
っ
く
」
が

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
Ｖ
Ｉ
Ｏ
内

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
乳
幼
児
を
持
つ
親
子
な

ど
が
、
気
軽
に
集
い
、
交
流
で
き

る
場
所
と
な
る
も
の
で
す
。

広
場
に
は
、
乳
幼
児
が
遊
ぶ
こ

と
の
で
き
る
、
お
も
ち
ゃ
や
絵
本

な
ど
を
備
え
た
ス
ペ
ー
ス
を
は
じ

め
、
親
同
士
が
い
す
に
座
っ
て
子

育
て
の
楽
し
さ
や
悩
み
な
ど
を
お

し
ゃ
べ
り
す
る
よ
う
な
交
流
ス
ペ

ー
ス
を
設
け
て
い
ま
す
。

ま
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を

（６） 2003.8  広報おおの

間
の
水
が
入
る
量
・
出
る
量
が
、

と
も
に
約
九
千
九
百
万
立
方
c

で

あ
る
こ
と
や
、
こ
れ
ま
で
『
一
日

に
二
十
万
立
方
c

』
と
さ
れ
て
い

た
水
の
流
動
量
が
『
約
二
十
六
万

八
千
立
方
c

』
で
あ
る
こ
と
な
ど

も
分
か
り
ま
し
た
。

報
告
書
で
は
、
今
後
の
地
下
水

管
理
に
、
次
の
こ
と
へ
留
意
す
る

必
要
が
あ
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。

○
地
下
水
に
つ
い
て
大
い
に
関
心

を
持
つ

○
地
下
水
を
汚
さ
な
い

○
融
雪
に
地
下
水
を
使
わ
な
い

○
管
理
・
保
全
に
費
用
負
担
が
必

要
な
こ
と
を
確
認
す
る

○
子
孫
の
た
め
に
新
し
い
地
下
水

資
源
を
生
み
だ
す

ま
た
こ
の
ほ
か
、
水
問
題
を
総

合
的
に
扱
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
の
新
設
や
、
専
門
家
を
育
て
る

環
境
づ
く
り
の
必
要
性
な
ど
が
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

生
活
環
境
課
環

境
保
全
係
（
1
66
・
１
１
１
１

内
線
４
６
２
）

活
用
し
、
子
育
て
に
関
す
る
情
報

収
集
の
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
や
、
休

憩
ス
ペ
ー
ス
の
ほ
か
、
外
か
ら
見

え
な
い
よ
う
仕
切
ら
れ
た
、
授
乳

ス
ペ
ー
ス
や
相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど

を
設
け
て
い
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
（
保
育
士
な
ど
）
が

常
駐
し
て
、
相
談
な
ど
を
受
け
付

け
る
ほ
か
、
利
用
者
の
要
望
な
ど

を
聞
き
な
が
ら
、
子
育
て
に
関
す

る
講
演
会
を
開
く
こ
と
な
ど
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

当
分
の
間
、
Ｖ
Ｉ
Ｏ
の
営
業
日

に
開
い
て
い
ま
す
。
時
間
は
、
午

前
十
時
〜
午
後
七
時
三
十
分
で
す
。

ひ
ろ
ば
で
行
う
内
容

・
親
子
が
交
流
や
集
う
こ
と
の
で

き
る
場
所
の
提
供

・
子
育
て
に
関
す
る
相
談
や
援
助

・
市
の
子
育
て
に
関
す
る
情
報
な

ど
の
提
供

・
子
育
て
や
子
育
て
支
援
に
関
す

る
講
習
の
実
施

・
そ
の
他
子
育
て
に
関
す
る
こ
と

問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
児
童
福

祉
係
（
1
66
・
１
１
１
１
内
線

４
７
５
）

大
野
市
地
下
水
総
合
調
査 

〜
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
を
作
成
し
配
布
へ
〜 

平
成
十
三
〜
十
四
年
度
に
か
け

て
行
っ
た
地
下
水
総
合
調
査
の
概

要
報
告
書
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
調
査
は
、
地
下
水
の
保
全

と
有
効
利
用
に
向
け
た
「
大
野
市

地
下
水
管
理
計
画
」
を
策
定
す
る

基
礎
資
料
を
得
る
た
め
に
行
っ
た

も
の
で
す
。

調
査
費
用
は
二
年
間
で
二
千
百

十
万
五
千
円
。
調
査
は
地
形
や
地

質
と
の
地
下
水
の
か
か
わ
り
、
気

候
・
水
位
・
水
質
・
河
川
の
流
量

な
ど
基
礎
的
な
内
容
や
、
地
下
水

の
利
用
状
況
な
ど
を
集
計
。
こ
れ

ら
デ
ー
タ
ー
を
盛
り
込
み
、
総
合

的
に
水
が
入
る
量
・
出
る
量
の
実

態
を
再
現
す
る
、
地
下
水
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
の
作
成
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

な
お
調
査
結
果
を
も
と
に
地
下

水
の
状
況
な
ど
を
取
り
ま
と
め
た

「
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
」
を
作
成
し

全
戸
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。

グ
ラ
フ
は
真
名
川
よ
り
西
の
地

域
に
つ
い
て
、
平
成
九
年
〜
十
三

年
平
均
の
地
下
水
の
か
ん
養
量
や

河
川
へ
の
流
出
量
な
ど
、
水
が
入

る
量
・
出
る
量
に
つ
い
て
割
合
を

推
計
し
た
も
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
地
下
水
の
約

九
〇
％
は
河
川
へ
流
出
し
、
生
活

用
水
な
ど
地
下
か
ら
く
み
上
げ
ら

れ
て
い
る
量
は
、
約
九
％
で
あ
る

こ
と
な
ど
が
分
か
り
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
調
査
に
よ
り
、
一
年

生
活
用
水
で
九
％
流
出 

地
下
水
管
理
の
考
え
方 

【
地
下
水
管
理
の
原
則
】

流出する水の割合 流入する水の割合 

降水 
45％ 

河川 
40％ 

河川流出 
91％ 

揚水量 
 9％ 

その他 3％ 

かんがい水 
      12％ 

〜
悩
み
相
談
な
ど
、
気
軽
に
集
え
る
場
〜 

「
ち
っ
く
た
っ
く
」 

交
流
ひ
ろ
ば 

子育て交流ひろば 

Vio平面図 

国道158号↓ 

「ちっくたっく」 

ス
タ
ッ
フ
が
常
駐 

ス
タ
ッ
フ
が
常
駐 

（５）2003.8  広報おおの

「
大
野
市
景
観
賞
」「
景
観
特

選
お
お
の
」
と
も
に
対
象
と
な
る

も
の
を
自
薦
・
他
薦
を
問
わ
ず
、

広
く
募
集
し
ま
す
。

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
写
真

を
添
え
て
提
出
く
だ
さ
い
。

●
応
募
す
る
人
の
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号

●
景
観
の
名
称
・
所
在
地
・
推
薦

や
応
募
の
理
由

９
月
30
日
j

※
応
募
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て

は
、
大
野
市
都
市
景
観
審
議
会

で
審
査
を
行
い
ま
す
。

審
査
の
結
果
な
ど
は
、
後
日

予
定
し
て
い
る
「
都
市
景
観
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で
、
発
表
を
行

い
ま
す
。

都
市
整
備
課
計
画
係
（
1
66
・

１
１
１
１
内
線
３
５
３
）

宅
・
店
舗
な
ど
）

●
工
作
物
（
塀
・
門
・
生
け
垣
・

庭
園
・
照
明
塔
な
ど
）

活
動
部
門

市
内
で
景
観
の
維
持
向
上
に
努

め
て
い
る
団
体
な
ど

※
例

・
ま
ち
な
み
保
全
な
ど
の
ま
ち
な

み
づ
く
り
活
動

・
ご
み
拾
い
や
清
掃
な
ど
の
環
境

美
化
運
動

将
来
に
残
し
た
い
と
思
う
大
野

ら
し
い
建
築
物
や
風
景
・
自
然
環

境
な
ど
を
、
市
が
認
定
し
広
く
知

っ
て
も
ら
う
も
の
で
、
平
成
十
三

年
度
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

認
定
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

表
札
の
掲
示
や
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

な
ど
へ
の
掲
載
を
通
じ
て
、
広
く

一
般
に
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

対
象市

内
全
域
に
あ
る
建
築
物
（
個

人
住
宅
・
公
共
建
築
物
・
寺
社
・

店
舗
・
看
板
な
ど
）
や
自
然
景
観

な
ど
で
大
野
ら
し
く
将
来
に
残
し

た
い
も
の

優
れ
た
景
観
づ
く
り
に
貢
献
し

て
い
る
建
築
物
や
工
作
物
を
は
じ

め
、
良
好
な
景
観
維
持
に
貢
献
し

て
い
る
団
体
な
ど
を
表
彰
す
る
も

の
で
、
建
築
部
門
と
活
動
部
門
の

二
部
門
が
あ
り
ま
す
。

平
成
九
年
か
ら
始
ま
り
、
今
回

で
四
回
目
と
な
り
ま
す
。

建
築
部
門

市
内
の
建
築
物
や
工
作
物
、
そ

れ
ら
が
複
合
す
る
景
観
な
ど
で
、

次
の
条
件
を
満
た
す
も
の

・
デ
ザ
イ
ン
、
色
彩
な
ど
が
周
辺

環
境
に
調
和
し
、
優
れ
た
景
観

を
創
出
し
て
い
る
も
の

・
歴
史
的
な
景
観
に
調
和
す
る
も

の
、
ま
た
は
自
然
環
境
の
保
全

に
寄
与
し
て
い
る
も
の

・
地
区
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
優

れ
た
景
観
づ
く
り
に
寄
与
し
て

い
る
も
の

・
建
築
さ
れ
て
か
ら
五
年
を
経
過

し
て
い
な
い
も
の

※
例

●
建
築
物
（
個
人
住
宅
・
集
合
住

大
野
市
景
観
賞

第
三
百
二
十
六
回
の
定
例
市
議

会
が
、
六
月
十
日
か
ら
二
十
五
日

ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。「
一
般
会

計
補
正
予
算
案
」
や
「
老
人
保
健

特
別
会
計
補
正
予
算
案
」
な
ど
九

議
案
を
審
議
。
い
ず
れ
も
原
案
ど

お
り
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
市
会
案
が

三
件
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
で
は
、
歳
入
・
歳
出

に
そ
れ
ぞ
れ
二
億
千
百
六
十
万
二

千
円
が
追
加
さ
れ
、
予
算
総
額
は

百
四
十
二
億
二
千
三
百
六
十
万
二

千
円
と
な
り
ま
し
た
。
前
年
同
期

と
比
べ
一
・
二
％
の
減
で
す
。

主
な
事
業
は
、
太
陽
光
発
電
設

備
な
ど
、
環
境
に
配
慮
し
た
住
宅

設
備
の
工
事
費
用
に
補
助
を
行
う

環
境
基
本
計
画
推
進
事
業
を
は
じ

め
、
市
道
の
整
備
な
ど
で
す
。
ま

た
今
回
、
庁
舎
建
設
基
金
へ
の
積

み
立
て
を
計
上
し
ま
し
た
。

人
事
案
件

監
査
委
員
と
固
定
資
産
評
価
員

の
選
任
に
つ
い
て
、
同
意
さ
れ
ま

し
た
。

監
査
委
員

川
田
　
重
一（

64
歳
・
中
荒
井
）

固
定
資
産
評
価
員

飯
山
　
靖
二（

58
歳
・
清
瀧
）

※
敬
称
略

環
境
に
配
慮
し
た
住
宅
設
備
へ
の
補
助
な
ど

一
般
会
計
に
二
億
千
百
万
円
余
を
追
加

6月補正 一般会計の主な事業
◆総務費
庁舎建設基金積立…………………………100,000千円

◆衛生費
環境基本計画推進事業
（太陽光発電設備などの工事費用への補助）
……………………………………………… 12,600千円

◆土木費
緊急地方道路整備事業（市道木本南北８号線）
……………………………………………… 33,342千円

景
観
特
選
お
お
の

募
集
要
項

必
要
事
項

応
募
締
切
日

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

大
野
市
景
観
賞 

景
観
特
選
お
お
の 

候 

補 

を 

募 

集 



七
月
四
日
、
和
泉
村
ふ
れ
あ
い

会
館
で
第
六
回
任
意
合
併
協
議
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。

第
五
回
に
続
き
「
新
し
い
ま
ち

づ
く
り
計
画
（
案
）」
の
話
し
合

い
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
事
務
組
織

体
制
の
取
り
扱
い
な
ど
を
協
議
。

合
併
後
、
現
在
の
和
泉
村
役
場
を

支
所
と
す
る
こ
と
や
、
和
泉
村
と

大
野
地
区
消
防
組
合
の
一
般
職
員

を
、
新
市
へ
引
き
継
ぐ
こ
と
な
ど

が
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
支
所
の
組
織
は
「
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
低
下
を
き
た
さ
な
い
こ

と
」
を
基
本
と
し
、
合
併
ま
で
に

調
整
。
段
階
的
な
再
編
や
見
直
し

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
新
市
の
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
、
優
先
的
、
重
点
的
に
取
り

組
む
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

次
の
五
つ
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

【
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
】

県
の
東
玄
関
と
位
置
づ
け
た

道
路
網
の
整
備
促
進
に
よ
る
広

（７）2003.8  広報おおの

お
お
の
型
『
食
・
農
業
・
農
村

ビ
ジ
ョ
ン
』
は
、
市
農
政
の
新
た

な
構
想
と
し
て
策
定
し
ま
し
た
。

※
ビ
ジ
ョ
ン
…
理
想
像
、
未
来
像
、
構
想

農
業
と
農
村
の
発
展
に
向
け
、

積
極
的
・
計
画
的
な
施
策
の
推
進

を
狙
い
と
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
農
業
者
に
は
産
地
間
競

争
な
ど
に
打
ち
勝
つ
た
め
、
従
来

の
補
助
金
に
頼
る
体
質
か
ら
脱
却

し
コ
ス
ト
意
識
を
持
っ
て
努
力
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
は
、
自
然
環
境
の
保

全
を
は
じ
め
、
高
齢
者
福
祉
や
学

校
教
育
に
お
け
る
農
業
体
験
導
入

な
ど
、
利
潤
追
求
と
は
別
の
側
面

も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
消
費
者
に
よ
る
安
全
・
安

心
な
農
作
物
を
求
め
る
声
な
ど
、

農
業
に
対
す
る
要
求
は
、
年
々
多

様
化
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
「
自
立

と
共
生
」
を
概
念
と
す
る
五
つ
の

基
本
的
な
柱
か
ら
「
お
お
の
型
」

と
言
え
る
、
農
業
と
農
村
の
持
続

的
な
発
展
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

域
・
地
域
間
交
流
の
推
進
。
公

共
交
通
機
関
の
利
用
促
進
や
交

流
に
向
け
た
交
通
の
確
保

【
地
域
情
報
化
】

情
報
通
信
基
盤
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
な
ど
に
よ
る
、
住
民
生
活

や
産
業
活
動
の
高
度
化

【
森
林
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
】

自
然
環
境
を
保
護
・
保
全
、

活
用
し
た
総
合
的
な
事
業
展
開

や
、
資
源
を
い
か
し
た
保
養
地

と
し
て
の
振
興

【
学
び
の
里
】

新
市
全
体
の
歴
史
文
化
・
自

然
環
境
を
い
か
し
た
学
習
の
場

に
よ
る
、
身
近
な
学
習
・
体
験

の
拠
点
づ
く
り
や
人
づ
く
り

【
市
街
地
活
性
化
】

交
流
・
観
光
、
地
域
産
業
活

性
化
の
拠
点
と
し
て
の
市
街
地

整
備
。
新
市
全
体
に
あ
る
資
源

や
人
材
な
ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
に
よ
る
活
性
化

問
い
合
わ
せ
先

大
野
市
・
和
泉

村
任
意
合
併
協
議
会
事
務
局
（

1
66
・
１
６
０
０
）

ビビ
ジジ
ョョ
ンン
のの
内内
容容

新
市
の
ま
ち
づ
く
り
へ 

     

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

現
在
の
和
泉
村
役
場
は
支
所
へ

《
第
６
回
大
野
市
・
和
泉
村
任
意
合
併
協
議
会
》

〜
自
立
と
共
生
を
目
指
し
て
〜 

『
食
・
農
業
・
農
村 

ビ
ジ
ョ
ン
』ま
と
ま
る 
おおの型 

①個別経営体と集落・地域営農組織の
育成、農地流動化の促進による、そ
れぞれの法人化の推進
②多様な農業者の融合と役割分担によ
る相互補完
③将来の担い手育成のための食農教育
の推進

①未利用有機性資源を有効活用した有
機農業の推進
②発酵文化のまちづくり
③環境保全型農業農村整備事業の展開

①消費者が求める安全・安心で、魅力
あふれる農産品の生産振興

②伝統日本食の復権と地産地消などの
推進

①生産組合の広域化
②農村集落の連携

①都市を主眼に置いた農村交流などの
推進
②優良農地の保全

経営体の育成と自立 農業者と消費者との共生

集落と集落との共生

農村と都市との共生

農業と自然環境との共生



（８） 2003.8  広報おおの

前

田

幸

一
（
61
歳
・
東
大
月
）

松

田

秀

夫
（
69
歳
・
犬
　
　
山
）

森

田

重

治
（
68
歳
・
篠
　
　
座
）

◆
第
二
選
挙
区
【
小
山
・
上
庄
】

穴
田
與
志
則
（
59
歳
・
木
　
　
本
）

伊

東

勝

治
（
65
歳
・
下
　
　
郷
）

権

守

榮

一
（
60
歳
・
平
澤
領
家
）

土

屋

順

信
（
67
歳
・
阿
難
祖
領
家
）

庭

　

榮

治
（
60
歳
・
森
政
領
家
）

松

田

洋

一
（
64
歳
・
右
近
次
郎
）

森

谷

和

彦
（
66
歳
・
稲
　
　
郷
）

◆
第
三
選
挙
区

【
富
田
・
阪
谷
・
五
箇
】

櫻

田

確

治
（
62
歳
・
金
　
　
山
）

常

見

哲

治
（
60
歳
・
土
　
　
打
）

藤

堂

二

男
（
62
歳
・
蓑
　
　
道
）

林

　

勝

彦
（
61
歳
・
土
　
　
打
）

中

村

義

則
（
54
歳
・
下
麻
生
嶋
）

松

山

正

男
（
66
歳
・
富
　
　
嶋
）

米

村

　

壽
（
56
歳
・
萩
ヶ
野
）

◆
市
議
会
推
薦

土
本
け
い
子
（
54
歳
・
庄
　
　
林
）

長

田

泰

子
（
56
歳
・
中
　
　
据
）

帰

山

幸

子
（
53
歳
・
下
唯
野
）

◆
農
協
推
薦

吉

田

成

一
（
67
歳
・
鍬
　
　
掛
）

六
月
三
十
日
で
任
期
満
了
と
な

っ
た
市
農
業
委
員
会
の
新
し
い
陣

容
が
決
ま
り
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
は
、
六
月
十
五
日

に
告
示
さ
れ
た
選
挙
で
無
投
票
当

選
と
な
っ
た
二
十
人
に
、
市
議
会

推
薦
の
三
人
と
農
協
推
薦
一
人
を

合
わ
せ
た
二
十
四
人
か
ら
な
り
、

任
期
は
三
年
で
す
。

七
月
十
一
日
に
開
か
れ
た
総
会

で
、
会
長
に
権
守
榮
一
さ
ん
が
、

会
長
職
務
代
理
者
に
は
土
本
け
い

子
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
農
政

委
員
会
委
員
長
に
は
松
山
正
男
さ

ん
、
同
副
委
員
長
に
は
駒
繁
行
さ

ん
が
、
農
地
委
員
会
委
員
長
に
は

宇
野
正
幸
さ
ん
、
同
副
委
員
長
に

は
穴
田
與
志
則
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

新
農
業
委
員
（
敬
称
略
・
50
音
順
）

◆
第
一
選
挙
区

【
大
野
・
下
庄
・
乾
側
】

宇

野

正

幸
（
54
歳
・
友
　
　
江
）

駒

　

繁

行
（
62
歳
・
西
　
　
市
）

嶋
田
庄
左
衛
門

（
63
歳
・
南
新
在
家
）

申
込
書
請
求
・
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ
先

〒
９
１
２
ー
８
６

６
６
大
野
市
天
神
町
１
―
１
大

野
市
役
所
総
務
部
総
務
課
職
員

係
（
1
66
・
１
１
１
１
内
線
２

４
１
）

採
用
予
定
人
員
　
消
防
吏
員
１
人

受
験
資
格

高
校
卒
業
程
度
の
学

力
を
有
す
る
人
で
昭
和
53
年
４

月
２
日
か
ら
昭
和
61
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

試
験
日
程

【
一
次
】
教
養
試

験
・
消
防
適
性
検
査
＝
９
月
21

日
h
有
終
会
館
【
二
次
】
口
述

試
験
・
作
文
試
験
・
身
体
検

査
・
体
力
検
査
＝
10
月
25
日
n

大
野
地
区
消
防
本
部

申
込
受
付
期
間

８
月
１
日
m
〜

21
日
l
（
当
日
の
消
印
有
効
）

申
込
書
の
請
求

直
接
、
大
野
地

区
消
防
本
部
総
務
課
へ
。
郵
便

の
場
合
は
、
封
筒
の
表
に
「
職

員
採
用
試
験
申
込
書
請
求
」
と

朱
書
き
し
、
あ
て
先
を
明
記
し

た
も
の
と
１
２
０
円
切
手
を
同

封
の
う
え
請
求

申
し
込
み
方
法

申
込
書
に
必
要

事
項
を
明
記
の
う
え
、
写
真
を

張
り
直
接
ま
た
は
郵
送
で
提
出

申
込
書
請
求
・
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ
先

〒
９
１
２
ー
０
０

８
４
大
野
市
天
神
町
７
―
14
大

野
地
区
消
防
本
部
総
務
課
（

1
66
・
０
１
１
９
内
線
２
２
２
）

採
用
予
定
人
員

【
一
般
職
】
技
術
＝
土
木
ま
た

は
建
築
１
人
程
度

受
験
資
格

就
業
歴
が
平
成
16
年
３
月
末
で

５
年
以
上
あ
る
昭
和
46
年
４
月

２
日
か
ら
昭
和
53
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人
（
土
木
ま

た
は
建
築
の
専
門
技
術
を
習
得

し
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
）

試
験
日
程

【
提
出
】
作
文
＝
申
し
込
み
時

に
「
社
会
人
採
用
試
験
の
応
募

に
際
し
て
」
の
課
題
で
提
出

【
試
験
】
教
養
試
験
・
適
性
検

査
・
作
文
試
験
・
口
述
試
験
・

健
康
診
査
＝
10
月
19
日
h
市
役

所
申
込
受
付
期
間

８
月
１
日
m
〜

９
月
12
日
m
（
当
日
消
印
有
効
）

申
込
書
の
請
求

直
接
、
市
総
務

部
総
務
課
職
員
係
へ
。
郵
便
の

場
合
は
、
封
筒
の
表
に
「
○
○

職
試
験
申
込
書
請
求
」
ま
た
は

「
社
会
人
採
用
試
験
申
込
書
請

求
」
と
朱
書
き
し
、
あ
て
先
を

明
記
し
た
も
の
と
１
２
０
円
切

手
を
同
封
の
う
え
請
求

申
し
込
み
方
法

申
込
書
に
必
要
事
項
を
明
記
の

う
え
、
写
真
を
張
り
直
接
ま
た

は
郵
送
で
提
出

採
用
予
定
人
員
　

【
一
般
職
】

事
務
＝
２
人
程
度
▼
技
術
＝
土

木
ま
た
は
建
築
２
人
程
度

【
業
務
職
】

調
理
師
＝
１
人
程
度

受
験
資
格

【
一
般
職
】
高
校
卒
業
程
度
の
学
力

を
有
す
る
人
で
、
昭
和
53
年
４

月
２
日
〜
昭
和
61
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人

【
業
務
職
】
調
理
師
＝
昭
和
48
年
４

月
２
日
〜
昭
和
61
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人
（
調
理
師

免
許
を
取
得
し
て
い
る
人
、
ま

た
は
平
成
16
年
３
月
31
日
ま
で

に
取
得
見
込
み
の
人
）

試
験
日
程

【
一
次
】
教
養
試
験
・
適
性
検
査

（
業
務
職
は
適
性
検
査
の
み
）

＝
９
月
21
日
h
有
終
会
館

【
二
次
】
作
文
試
験
・
口
述
試
験

健
康
診
査
＝
10
月
26
日
h
市
役

所
申
込
受
付
期
間

８
月
１
日
m
〜

21
日
l
（
当
日
の
消
印
有
効
）

◆
一
般
採
用
◆

◆
社
会
人
採
用
◆

◆
申
し
込
み
手
続
き
◆

市
　
　
職
　
　
員

消
　
防
　
職
　
員

職 員 の 募 集

権 守 榮 一
会長

新
し
い

農
業
委
員
決
ま
る 

環
境
に
配
慮
し
た
住
宅
設
備
の

工
事
費
用
に
補
助
を
行
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
設
備

①
太
陽
光
発
電
設
備

②
屋
根
融
雪
・
雨
水
再
利
用
設
備

③
太
陽
熱
温
水
設
備

補
助
件
数

①
②
…
各
10
件
　
③
…
２
件

※
申
し
込
み
多
数
は
抽
選

補
助
金
額

各
工
事
費
用
の
３
分
の
１
以
内

（
た
だ
し
①
③
は
、
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
財
団
の
補
助
金
額
分
を
減

額
し
た
金
額
）

補
助
上
限
額

①
②
　
各
60
万
円

③
　
　
30
万
円

そ
の
他

補
助
の
対
象
と
な
る
に

は
一
定
の
要
件
を
満
た
す
必
要

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は

問
い
合
わ
せ
先
ま
で

申
込
締
切
日

８
月
29
日
m

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
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生
活
環
境
課
環
境
保
全
係
（
1

66
・
１
１
１
１
内
線
４
６
２
）

●
西
里
団
地
・
２
戸

規
格

３
Ｋ
、
風
呂
無
・
ト
イ

レ
有

家
賃

月
額
６
７
０
０
円
〜
１

万
１
２
０
０
円

●
中
挟
団
地
・
１
戸
（
特
定
公
共

賃
貸
住
宅
）

規
格

２
Ｄ
Ｋ
、
風
呂
・
ト
イ

レ
有

家
賃

月
額
５
万
７
千
円

申
込
締
切
日

８
月
25
日
i

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

都
市
整
備
課
住
宅
緑
地
係
（
1

66
・
１
１
１
１
内
線
３
５
６
）

8月

平
成
14
年
１
月
〜
12
月
に
、
閲

覧
や
貸
し
出
し
を
行
っ
た
雑
誌
の

一
部
を
、
無
料
で
提
供
し
ま
す
。

ご
自
由
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

日
時

８
月
８
日
m
・
９
日
n
午

前
10
時
〜
午
後
６
時
▼
10
日
h

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
４
カ
月
分
ず
つ
、
３
回
に
分

け
て
実
施

場
所

図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
前

問
い
合
わ
せ
先

図
書
館
（
1
65
・
５
５
０
０
）

国
民
年
金
に
は
、
収
入
が
少
な

く
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合

に
、
本
人
の
申
請
に
よ
り
、
保
険

料
の
納
付
を
全
額
ま
た
は
半
額
免

除
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

・
承
認
期
間
は
申
請
し
た
月
の
前

月
か
ら
翌
年
６
月
ま
で

・
免
除
を
受
け
る
た
め
に
審
査
さ

れ
る
前
年
所
得
に
は
、
被
保
険

者
本
人
だ
け
で
な
く
配
偶
者
・

世
帯
主
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
得
も

含
ま
れ
ま
す

・
離
職
を
理
由
と
す
る
場
合
は
、

公
共
職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
）
の
証
明
（
雇
用
保
険
受

（１4）

お
済
み
で
す
か

保
険
料
の
免
除
申
請

市
民
課

太
陽
光
発
電
な
ど

住
宅
設
備
へ
の
補
助

生
活
環
境
課

古
雑
誌
　
無
料
で
提
供

図
書
館

給
資
格
者
証
ま
た
は
、
雇
用
保

険
被
保
険
者
離
職
票
）
を
添
え

て
申
請

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
年
金
係
　

（
1
66
・
１
１
１
１
内
線
４
５
５
）

対
象

昭
和
54
年
４
月
２
日
〜
昭

和
62
年
10
月
１
日
生
ま
れ
で
、

風
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
て

い
な
い
人

期
間

９
月
30
日
j
ま
で

手
数
料

無
料

申
込
方
法

保
健
セ
ン
タ
ー
で
交

付
す
る
所
定
の
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
医
療
機
関
へ

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

保
健
セ
ン
タ
ー
（
1
65
・
７
３

３
３
）

リ
ズ
ミ
カ
ル
な
も
の
で
あ
れ
ば

俳
句
・
短
歌
調
な
ど
の
制
限
は
特

に
あ
り
ま
せ
ん
。

応
募
は
各
公
民
館
に
あ
る
応
募

用
紙
を
利
用
く
だ
さ
い
。
一
人
に

つ
き
一
標
語
ま
で
と
し
ま
す
。

応
募
締
切
日

８
月
29
日
m

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

選
挙
管

理
委
員
会
（
〒
９
１
２
―
８
６

６
６
天
神
町
１
―
１
　
1
66
・

１
１
１
１
内
線
３
６
１
）

中小企業大学校の実習に
ご協力を

中小企業大学校（国の研修機関）の研修生48人が
大野市を会場に「中小企業診断士養成過程」の総合
診断実習を行います。
この実習では、消費者の買い物動向や、商店街の

現状・動向などについて調査を行うことから、一般
の人を対象とした「買い物調査」などを予定してい
ます。皆さんのご協力をお願いします。

期間 ８月30日n～９月22日i

内容 商店街での来街者アンケート・大型店での来
店客アンケートなど

その他

調査員は「中小企業大学校」の腕章をしています
調査内容などは一切公表されません

問い合わせ先 大野商工会議所（166・１２３０）

風
し
ん
の
予
防
接
種

保
健
セ
ン
タ
ー

明
る
い
選
挙
標
語
募
集

選
挙
管
理
委
員
会

1
休日急患診療所
専用電話を設置

65・8999

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

都
市
整
備
課



2003.8  広報おおの （９）

皆さんの健康づくりを後押しします・保健センター（165・7333）
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法
が
見
つ
か
っ
て
い
な
い
た
め
、

症
状
を
抑
え
る
薬
で
対
処
し
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
気
温
の

低
い
冬
に
流
行
し
、
春
先
に
な
る

と
な
ぜ
か
消
え
る
そ
う
で
す
が
、

根
絶
は
困
難
で
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

主
な
症
状
と
し
て
は
、

・
三
八
度
以
上
の
高
熱

・
た
ん
を
伴
わ
な
い
せ
き
、
呼
吸

困
難

な
ど
で
、
胸
部
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
写

真
を
見
る
と
、
肺
炎
の
症
状
で
あ

る
ス
リ
ガ
ラ
ス
の
よ
う
な
影
が
見

ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
初
期
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
症
状
と
似
て
い
て
、
頭
痛
を

や
筋
肉
の
こ
わ
ば
り
、
食
欲
不
振

な
ど
を
は
じ
め
、
全
身
の
だ
る
さ

や
下
痢
、
発
疹
（
は
っ
し
ん
）
な

ど
の
症
状
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

八
割
以
上
の
人
が
、
一
週
間
程

度
で
自
然
に
回
復
し
、
一
〜
二
割

の
人
が
重
症
化
し
ま
す
。

感
染
に
よ
る
死
亡
率
は
二
十
四

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
は
中
国
広
東
省
で
発

生
し
ま
し
た
。
香
港
や
北
京
な
ど

ア
ジ
ア
地
域
を
は
じ
め
、
台
湾
、

カ
ナ
ダ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ベ
ト

ナ
ム
な
ど
へ
も
拡
大
し
、
現
在
、

世
界
中
の
公
衆
衛
生
担
当
局
が
Ｓ

Ａ
Ｒ
Ｓ
の
危
険
性
に
対
し
、
強
い

危
機
感
を
持
っ
て
調
査
研
究
を
行

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
感
染
症
の
原
因
は
新
型
の

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
、
人
に
そ
の

免
疫
力
が
な
い
た
め
に
、
感
染
が

広
が
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
は
っ
き
り
と
し
た
治
療

歳
以
下
で
は
一
n

未
満
で
す
が
、

六
十
五
歳
以
上
に
な
る
と
五
十
n

以
上
に
も
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
死
亡
し
た
人
の
多

く
は
、
心
臓
病
や
糖
尿
病
な
ど
の

持
病
を
持
つ
人
か
、
高
齢
者
と
な

っ
て
い
ま
す
。

予
防
に
は
、
旅
行
を
控
え
る
な

ど
、
流
行
し
て
い
る
地
域
へ
出
か

け
な
い
こ
と
が
一
番
で
す
。

所
用
に
よ
り
、
流
行
し
て
い
る

地
域
を
訪
れ
る
場
合
は
、
マ
ス
ク

の
着
用
、
う
が
い
や
手
洗
い
の
励

行
が
効
果
的
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら
体
力
を
つ

け
て
、
病
気
に
対
す
る
抵
抗
力
を

高
め
て
お
く
こ
と
も
重
要
で
す
。

流
行
地
域
か
ら
日
本
へ
戻
り
、

十
日
以
内
に
症
状
が
表
れ
た
ら
、

ま
ず
相
談
窓
口
へ
電
話
で
症
状
を

相
談
し
、
そ
の
後
指
示
に
従
う
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
ず
は
症
状
を
電
話
で

新型肺炎ＳＡＲＳ

～ちょっと気になる健康料理～
ヒジキとオクラの酢の物

（１人分＝エネルギー：21㌔㌍　塩分：0.5㌘）
ヒジキはカルシウムや鉄、食物繊維などを多く

含んでいます。またオクラ独特のぬめりには、整
腸作用やコレステロールを減らす作用があり、便
秘や夏バテの解消につながります。

①ヒジキはたっぷりの水に浸して戻す。洗ってか
ら、さっとゆでて、よく水気を切って冷ます。
②オクラはゆでてから小口切り（端から薄く刻ん
だ切り方）にする。ミョウガも小口切りに。
③ヒジキ、オクラ、ミョウガを調味料であえる。

メニュー考案：食生活改善推進員（若葉会）

新
型
肺
炎
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
（
重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群
）
は
、

新
し
く
発
見
さ
れ
た
感
染
症
で
す
。
六
月
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界

保
健
機
関
）
が
世
界
全
域
で
、
ほ
ぼ
制
圧
状
態
に
あ
る
と
発

表
し
ま
し
た
が
、
一
年
は
、
監
視
態
勢
の
継
続
が
必
要
だ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

世
界
中
で
調
査
研
究

重
症
化
は
一
〜
二
割

材料（４人分）
乾燥ヒジキ・・・・１０㌘
オクラ・・・・・・１００㌘
ミョウガ・・・・・２０㌘
調味料
しょうゆ・・・・小さじ２
砂糖・・・・・・小さじ２
水・・・・・・・小さじ２
酢・・・・・・・大さじ1と１／３

【相談窓口】
県ＳＡＲＳホットライン

（24時間対応）
０９０・７７４７・９７０１
０９０・７７４４・９８９４

奥越健康福祉センター
平日　６６・２０７６
夜間休日
０９０・５６８５・７２０９

大野市保健センター
６５・７３３３



家
屋
に
か
か
る
固
定
資
産
税
は
、

家
屋
の
価
格
（
評
価
額
）
を
基
に
、

そ
の
課
税
標
準
額
を
算
定
し
税
率

を
乗
じ
て
求
め
ら
れ
ま
す
。

税
額
＝
課
税
標
準
額
×
税
率

家
屋
の
場
合
、
こ
の
課
税
標
準

額
は
、
家
屋
の
価
格
（
評
価
額
）

と
な
り
ま
す
。

こ
の
『
評
価
額
』
は
現
在
の
物

価
な
ど
に
基
づ
い
て
、
再
度
同
じ

家
屋
を
建
て
た
ら
、
い
く
ら
か
か

る
の
か
と
い
う
「
再
建
築
価
格
」

に
、
建
て
て
か
ら
年
数
が
過
ぎ
た

こ
と
に
よ
る
傷
み
具
合
な
ど
を
数

値
化
し
た
「
経
年
減
点
補
正
率
」

を
乗
じ
て
求
め
ら
れ
ま
す
。

評
価
額
＝
①
×
②

①
同
じ
家
屋
を
再
度
新
築
す
る
費

用
（
再
建
築
価
格
）

※
屋
根
・
柱
・
壁
な
ど
の
材
料

費
や
労
務
費
な
ど

②
建
て
ら
れ
て
か
ら
年
数
が
経
過

し
た
こ
と
に
よ
る
家
屋
の
傷
み

具
合
な
ど
を
数
値
化
し
た
も
の

（
経
年
減
点
補
正
率
）

こ
の
評
価
額
は
、
三
年
ご
と
に

見
直
し
が
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
と

き
に
、
再
計
算
し
た
額
と
、
以
前

の
額
と
を
比
較
し
、
低
い
方
を
新

し
い
評
価
額
と
し
ま
す
。

こ
こ
数
年
に
建
て
ら
れ
た
、
比

較
的
新
し
い
家
屋
の
場
合
、
建
築

資
材
の
価
格
が
安
く
な
っ
て
き
た

こ
と
な
ど
か
ら
、
そ
の
額
は
下
が

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
建
築
年
数
が
古
い
家
屋

の
場
合
、
当
時
の
建
築
物
価
が
、

現
在
と
比
べ
て
相
当
低
か
っ
た
こ

と
な
ど
か
ら
、
近
年
の
建
築
物
価

の
値
下
が
り
や
、
年
数
の
経
過
に

よ
る
傷
み
具
合
な
ど
を
考
慮
し
て

も
以
前
の
額
を
超
え
て
し
ま
う
た

め
、
そ
の
評
価
額
は
据
え
置
き
と

な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
固
定
資

産
税
額
は
、
必
ず
下
が
る
と
い
う

も
の
で
は
な
い
の
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
資
産
税

係
（
1
66
・
１
１
１
１
内
線
４

２
６
）
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２
０
０
４
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
「
大
野
が

面
白
く
な
る
よ
う
な
年
越
し
イ
ベ

ン
ト
を
や
ろ
う
」
と
、
二
十
歳
代

の
若
者
が
中
心
と
な
っ
て
、
つ
く

っ
た
グ
ル
ー
プ
で
す
。
今
年
の
六

月
に
設
立
集
会
を
開
き
、
現
在
約

五
十
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

「
三
年
前
、
亀
山
で
行
わ
れ
た

年
越
し
イ
ベ
ン
ト
に
感
動
し
ま
し

た
。
冬
の
夜
空
に
打
ち
上
げ
ら
れ

た
花
火
を
見
て
、
自
分
た
ち
で
も

何
か
や
り
た
い
と
、
朝
ま
で
友
達

と
語
り
明
か
し
た
こ
と
を
よ
く
覚

え
て
い
ま
す
」
と
、
委
員
長
を
務

め
る
真
柄
正
宏
さ
ん
。

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
来
年
、

市
が
五
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
を

知
っ
て
企
画
。
少
し
で
も
多
く
の

人
に
参
加
し
て
も
ら
お
う
と
、
既

存
の
団
体
に
頼
ら
ず
、
チ
ラ
シ
を

配
り
な
が
ら
一
人
ひ
と
り
に
呼
び

掛
け
、
メ
ン
バ
ー
を
募
っ
た
そ
う

（１０）

２００４カウントダウン
プロジェクトチーム

������������������������������������������������

で
す
。
ま
た
八
月
の
「
お
お
の
城

ま
つ
り
」
会
場
で
は
、
本
番
の
勉

強
を
兼
ね
た
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
を
予

定
。
風
船
を
使
っ
た
参
加
型
ア
ー

ト
の
作
品
づ
く
り
を
は
じ
め
、
演

奏
や
ダ
ン
ス
の
披
露
な
ど
、
訪
れ

た
人
た
ち
も
一
緒
に
な
っ

て
楽
し
め
る
企
画
を
考
え

て
い
る
そ
う
で
す
。

「
知
ら
な
い
人
同
士
が

集
ま
り
、
一
つ
の
こ
と
を

達
成
す
る
充
実
感
を
味
わ

い
た
い
」「
帰
省
し
て
き

た
人
に
”
大
野
が
盛
り
上

が
っ
て
い
る
な
”
と
感
じ

て
欲
し
い
」「
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
、
み
ん

な
を
巻
き
込
ん
で
楽
し
め

る
イ
ベ
ン
ト
に
し
た
い
」

と
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
。

最
後
に
委
員
長
が
「
大

野
に
何
も
な
い
と
言
う
の

で
は
な
く
、
自
分
た
ち
で

面
白
く
す
る
こ
と
を
考
え
た
い
。

途
中
参
加
も
大
歓
迎
、
気
軽
に
遊

び
に
来
て
く
だ
さ
い
」
と
笑
顔
で

答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

興
味
の
あ
る
人
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.m
itene.or.jp

/̃o
h
aku
n
e/2
0
0
4
C
D
.h
tm

）

に
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

今
年
の
年
越
し
　
み
ん
な
で
盛
大
に

今月のスナップ

どろりんぴっく
（阪谷小学校）

税金Ｑ＆Ａ
その②

■「広報おおの」では、皆さんの
活動や意見など、さまざまな内容
を募集しています。あなたも紙面
に参加しませんか。
〒９１２－８６６６大野市天神町
１－１市役所情報広報課広報広聴
係（166・１１１１　内線４４１）
yamabiko@city.ono.fukui.jp

住
宅
や
店
舗
な
ど
家
屋
が
古

く
な
る
と
、
税
金
（
固
定
資
産

税
）
の
額
は
下
が
る
よ
う
に
思

え
る
の
で
す
が
、
下
が
っ
て
い

か
な
い
の
は
ど
う
し
て
で
し
ょ

う
か
。



小
山
小
学
校
で
は
思

い
や
り
の
心
を
育
て
よ

う
と
、
大
野
荘
や
む
つ

み
園
で
生
活
す
る
人
た

ち
と
長
年
に
わ
た
り
交

流
を
続
け
て
い
ま
す
。

年
に
一
度
、
学
校
で
行
う
イ
ベ

ン
ト
「
い
ふ
り
っ
こ
祭
り
」
に
施

設
の
人
を
招
く
ほ
か
、
体
育
大
会

で
は
、
一
緒
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ゲ

ー
ム
な
ど
を
行
い
ま
す
。

ま
た
施
設
で
ク
リ
ス
マ
ス
会
な

ど
が
開
か
れ
る
と
き
に
は
、
反
対

に
子
ど
も
た
ち
が
訪
問
。
歌
や
演

奏
、
劇
な
ど
を
発
表
し
、
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
す
。

今
年
は
、
こ
れ
ら
毎
年
の
活
動

に
加
え
、
さ
ら
な
る
交
流
を
企
画

し
ま
し
た
。

一
〜
二
年
生
は
、
施
設
の
人
た

ち
へ
、
き
な
粉
を
使
っ
た
手
作
り

お
菓
子
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
企
画
。

現
在
、
学
校
の
畑
で
、
材
料
と
な

る
ダ
イ
ズ
を
一
生
懸
命
育
て
て
い

マット作りを体験する子どもたちマット作りを体験する子どもたちマット作りを体験する子どもたちマット作りを体験する子どもたちマット作りを体験する子どもたちマット作りを体験する子どもたちマット作りを体験する子どもたちマット作りを体験する子どもたちマット作りを体験する子どもたちマット作りを体験する子どもたちマット作りを体験する子どもたちマット作りを体験する子どもたちマット作りを体験する子どもたちマット作りを体験する子どもたちマット作りを体験する子どもたちマット作りを体験する子どもたちマット作りを体験する子どもたち
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1111111111111111111111111111111111111111111

る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
三
〜
六
年
生
は
、
施
設
の

日
ご
ろ
の
様
子
を
学
ぼ
う
と
、
作

業
の
体
験
学
習
を
企
画
。

職
員
か
ら
作
業
の
内
容
や
手
順

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
陶

器
に
色
を
塗
る
作
業
や
、
細
い
ひ

も
か
ら
マ
ッ
ト
を
作
る
作
業
な
ど

の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
施
設
の
人
に
教
え
て

も
ら
い
な
が
ら
、
マ
ッ
ト
作
り
に

挑
戦
、
そ
の
細
や
か
な
作
業
の
難

し
さ
を
体
験
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
交
流
を
通
し
、
お

互
い
に
助
け
合
う
こ
と
や
、
生
き

生
き
と
暮
ら
す
こ
と
の
大
切
さ
を

学
ぶ
子
ど
も
た
ち
。
思
い
や
り
の

心
は
、
す
く
す
く
と
成
長
を
続
け

て
い
る
よ
う
で
す
。

◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆

育てよう思いやりの心

小山小学校

松尾芭蕉の「奥の細道」を写真
をメーンに紹介した本。文中で紹
介される俳句には、現代訳と解説
が添えられ、意味や背景などが分
かりやすく工夫されています。
旧暦の三月、江戸の深川を出発

した芭蕉は、八月に福井へ入りま
した。敦賀の気比神宮に参拝し月
の美しさなどに感動『月清し遊行

ゆぎょう

の持てる砂の上』と詠みました。
このほか旅の全行程や略年譜も

掲載されています。「旅をすみか」
とした芭蕉の足跡を、美しい写真
と一緒にたどってみませんか。

『「奥の細道」を歩く』

じ
か
に
体
験
す
る
機
会
が
重
要
だ

と
思
う
ん
で
す
。
演
奏
し
て
い
る

人
の
表
情
や
手
の
動
き
、
息
遣
い

な
ど
、
体
全
体
か
ら
伝
わ
る
も
の

を
感
じ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」

出
演
者
か
ら
も
「
演
奏
が
進
む

に
つ
れ
、
会
場
に
音
が
な
じ
ん
で

い
く
よ
う
だ
」「
お
客
さ
ん
と
の

距
離
が
近
い
か
ら
、
演
奏
し
て
い

て
と
て
も
楽
し
い
」
と
コ
ン
サ
ー

ト
会
場
な
ど
へ
評
判
は
上
々
。

「
ぜ
ひ
会
場
に
来
て
、
生
の
感

動
を
」
と
ほ
ほ
笑
む
松
田
さ
ん
。

今
後
、
九
月
に
マ
リ
ン
バ
と
ピ
ア

ノ
、
十
二
月
に
は
ジ
ャ
ズ
の
演
奏

会
を
予
定
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

コ
ン
サ
ー
ト
の
問
い
合
わ
せ
な

ど
は
、
文
化
振
興
室
ま
で
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
（
1
66
・
１
１
１
１

内
線
５
４
７
）

電子メールで市民提案　E-mail yamabiko@city.ono. fukui. jp

松
田
浩
次
さ
ん
は
、
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
気
軽
に
音
楽
を

楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
「
平
蔵
ふ

れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」
の
企
画
や

運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
十
三
年
か
ら
ク
ラ
シ
ッ
ク

を
中
心
に
、
バ
イ
オ
リ
ン
や
チ
ェ

ロ
、
マ
リ
ン
バ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
演
奏
会
を
開
い
て
き
ま
し
た
。

「
平
蔵
が
で
き
た
と
き
に
、
小

「
平
蔵
の
生
演
奏
」
を
企
画

松
田
浩
次
さ
ん
（
46
歳
・
大
和
町
）

規
模
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
継
続
し
て

開
く
こ
と
で
、
身
近
に
音
楽
に
親

し
め
る
環
境
を
作
ろ
う
と
思
い
始

め
ま
し
た
。
海
外
で
見
ら
れ
る
よ

う
な
、
音
楽
を
楽
し
む
こ
と
が
生

活
の
一
部
に
あ
り
、
毎
日
の
よ
う

に
街
頭
で
演
奏
が
行
わ
れ
る
よ
う

な
文
化
、
そ
れ
を
大
野
で
実
現
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

今
年
は
、
よ
り
多
く
の
人
に
、

い
ろ
ん
な
種
類
の
音
楽
を
楽
し
ん

で
も
ら
お
う
と
、
幅
広
い
内
容
で

コ
ン
サ
ー
ト
を
企
画
。
六
月
に
開

い
た
津
軽
三
味
線
に
は
、
約
百
二

十
人
も
の
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

「
最
近
は
Ｃ
Ｄ
や
ラ
ジ
オ
、
テ

レ
ビ
か
ら
、
聴
き
た
い
音
楽
を
気

軽
に
聴
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
目

の
前
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
演
奏
を

松井利彦　監修　真島満秀　写真
山と渓谷社刊
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店頭で有機野菜いかが

有機農法に取り組む「スターランド・有機自然
農法研究会」の野菜販売部が、市内スーパーで対
面販売を始めました。参加したメンバーらは、こ
のような活動を通して、有機野菜の素晴らしさを
より多くの人に広めたいと張り切っていました。

2003.8  広報おおの（１2）

話話話話題題題題のののの広広広広場場場場

第８回全日本素人そば打ち名人大会の大野地区
予選。市内外から７人が参加し、スターランドさ
かだにで腕を競い合いました。会場には「スター
ランドそば愛好会」のメンバーも集まり、その腕
前に熱い視線を送っていました。

そば打ちの腕競い合い

「介護れんじゃー」のＰＲ活動

介護保険制度をボランティアで啓発する「介護
保険れんじゃー部隊」の活動が、6月23日から始
まりました。地域や団体などを対象に3月までに
24回の説明会を予定。市職員や介護支援専門員
らと一緒に制度のＰＲに努めます。

消防組合決意新た

大野地区消防組合の設立30周年記念式典が6
月29日、有終会館で開かれました。消防職員
や大野・和泉の両消防団員など約480人が参加。
節目を祝うと同時に、安全で安心して暮らせる
地域づくりに向け決意を新たにしていました。

真名川の魅力ある水辺の復元を目指す「水辺の楽校
プロジェクト」。この実施計画策定に向け、現地を歩
いてアイデアなど出し合うワークショップが6月22日
に開かれました。今回出された内容などを参考に、
15年度中に計画を取りまとめる予定です。

「水辺の楽校
がっこう

」へ現地見学
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身近な話題をお知らせください。

話話話話題題題題のののの広広広広場場場場

少年サッカー全国大会へ出場
7月28日～8月2日にかけて行われる「第27回

全日本少年サッカー大会」への出場を前に、フェ
ンテ大野ＦＣジュニアのメンバー22人が、市
長・議長・教育長を表敬訪問しました。

県内初となる長距離サイクリングを楽しむイベ
ント「福井グランフォンド」が6月15日、六呂師
高原を発着点とする特設コースで開かれました。
約110人の愛好者がハーフ（70㌔）とフル（140
㌔）のコースに分かれ、奥越路を駆け抜けました。

自転車の遠乗りイベント

かしこい消費者になろう

生活に密着したテーマから、かしこい消費者にな
る知識を身に付ける「消費者カレッジ公開講座」が
7月14日～8月25日にかけ行われました。参加した
人たちは「パソコンを使った家計簿」や「上手なご
みの処分」などの内容を熱心に学んでいました。

田んぼで自然観察会

水田などを活用し環境教育を行うＮＰＯ法
人「田んぼの学校越前大野」と県自然保護セ
ンターが自然観察会を開きました。家族連れ
など約40人が参加し、田んぼや水路など水辺
に息づく生き物の生態を学びました。

7月12日～30日にかけて、各公民館などを会場
に市町村合併の住民説明会を開催しました。参加し
た人たちは、和泉村を「編入」とした合併方式や合
併期日、新しいまちづくり計画（案）などの説明に
熱心に聞き入っていました。

合併の住民説明会



環
境
に
配
慮
し
た
住
宅
設
備
の

工
事
費
用
に
補
助
を
行
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
設
備

①
太
陽
光
発
電
設
備

②
屋
根
融
雪
・
雨
水
再
利
用
設
備

③
太
陽
熱
温
水
設
備

補
助
件
数

①
②
…
各
10
件
　
③
…
２
件

※
申
し
込
み
多
数
は
抽
選

補
助
金
額

各
工
事
費
用
の
３
分
の
１
以
内

（
た
だ
し
①
③
は
、
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
財
団
の
補
助
金
額
分
を
減

額
し
た
金
額
）

補
助
上
限
額

①
②
　
各
60
万
円

③
　
　
30
万
円

そ
の
他

補
助
の
対
象
と
な
る
に

は
一
定
の
要
件
を
満
た
す
必
要

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は

問
い
合
わ
せ
先
ま
で

申
込
締
切
日

８
月
29
日
m

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

2003.8  広報おおの

生
活
環
境
課
環
境
保
全
係
（
1

66
・
１
１
１
１
内
線
４
６
２
）

●
西
里
団
地
・
２
戸

規
格

３
Ｋ
、
風
呂
無
・
ト
イ

レ
有

家
賃

月
額
６
７
０
０
円
〜
１

万
１
２
０
０
円

●
中
挟
団
地
・
１
戸
（
特
定
公
共

賃
貸
住
宅
）

規
格

２
Ｄ
Ｋ
、
風
呂
・
ト
イ

レ
有

家
賃

月
額
５
万
７
千
円

申
込
締
切
日

８
月
25
日
i

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

都
市
整
備
課
住
宅
緑
地
係
（
1

66
・
１
１
１
１
内
線
３
５
６
）

8月

平
成
14
年
１
月
〜
12
月
に
、
閲

覧
や
貸
し
出
し
を
行
っ
た
雑
誌
の

一
部
を
、
無
料
で
提
供
し
ま
す
。

ご
自
由
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

日
時

８
月
８
日
m
・
９
日
n
午

前
10
時
〜
午
後
６
時
▼
10
日
h

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
４
カ
月
分
ず
つ
、
３
回
に
分

け
て
実
施

場
所

図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
前

問
い
合
わ
せ
先

図
書
館
（
1
65
・
５
５
０
０
）

国
民
年
金
に
は
、
収
入
が
少
な

く
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合

に
、
本
人
の
申
請
に
よ
り
、
保
険

料
の
納
付
を
全
額
ま
た
は
半
額
免

除
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

・
承
認
期
間
は
申
請
し
た
月
の
前

月
か
ら
翌
年
６
月
ま
で

・
免
除
を
受
け
る
た
め
に
審
査
さ

れ
る
前
年
所
得
に
は
、
被
保
険

者
本
人
だ
け
で
な
く
配
偶
者
・

世
帯
主
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
得
も

含
ま
れ
ま
す

・
離
職
を
理
由
と
す
る
場
合
は
、

公
共
職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
）
の
証
明
（
雇
用
保
険
受

（１4）

お
済
み
で
す
か

保
険
料
の
免
除
申
請

市
民
課

太
陽
光
発
電
な
ど

住
宅
設
備
へ
の
補
助

生
活
環
境
課

古
雑
誌
　
無
料
で
提
供

図
書
館

給
資
格
者
証
ま
た
は
、
雇
用
保

険
被
保
険
者
離
職
票
）
を
添
え

て
申
請

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
年
金
係
　

（
1
66
・
１
１
１
１
内
線
４
５
５
）

対
象

昭
和
54
年
４
月
２
日
〜
昭

和
62
年
10
月
１
日
生
ま
れ
で
、

風
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
て

い
な
い
人

期
間

９
月
30
日
j
ま
で

手
数
料

無
料

申
込
方
法

保
健
セ
ン
タ
ー
で
交

付
す
る
所
定
の
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
医
療
機
関
へ

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

保
健
セ
ン
タ
ー
（
1
65
・
７
３

３
３
）

リ
ズ
ミ
カ
ル
な
も
の
で
あ
れ
ば

俳
句
・
短
歌
調
な
ど
の
制
限
は
特

に
あ
り
ま
せ
ん
。

応
募
は
各
公
民
館
に
あ
る
応
募

用
紙
を
利
用
く
だ
さ
い
。
一
人
に

つ
き
一
標
語
ま
で
と
し
ま
す
。

応
募
締
切
日

８
月
29
日
m

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

選
挙
管

理
委
員
会
（
〒
９
１
２
―
８
６

６
６
天
神
町
１
―
１
　
1
66
・

１
１
１
１
内
線
３
６
１
）

中小企業大学校の実習に
ご協力を

中小企業大学校（国の研修機関）の研修生48人が
大野市を会場に「中小企業診断士養成過程」の総合
診断実習を行います。
この実習では、消費者の買い物動向や、商店街の

現状・動向などについて調査を行うことから、一般
の人を対象とした「買い物調査」などを予定してい
ます。皆さんのご協力をお願いします。

期間 ８月30日n～９月22日i

内容 商店街での来街者アンケート・大型店での来
店客アンケートなど

その他

調査員は「中小企業大学校」の腕章をしています
調査内容などは一切公表されません

問い合わせ先 大野商工会議所（166・１２３０）

風
し
ん
の
予
防
接
種

保
健
セ
ン
タ
ー

明
る
い
選
挙
標
語
募
集

選
挙
管
理
委
員
会

1
休日急患診療所
専用電話を設置

65・8999

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

都
市
整
備
課



に
乳
幼
児
）
を
預
か
り
ま
す
。

手
続
き
・
問
い
合
わ
せ
先

福
祉

課
児
童
福
祉
係
（
1
66
・
１
１

１
１
内
線
４
７
５
）

試
験
日

11
月
９
日
h

試
験
会
場

大
野
東
高
校

受
験
料

調
理
師
６
１
０
０
円
▼

製
菓
衛
生
師
９
４
０
０
円

予
備
講
習
会

調
理
師
10
月
14
日

j
・
15
日
k
▼
製
菓
衛
生
師
10

月
１
日
k
・
15
日
k

講
習
会
場

Ｊ
Ａ
テ
ラ
ル
越
前
勝

2003.8  広報おおの

金
曜
日
午
後
７
時
30
分
〜
９

時
（
全
４
回
）

対
象

小
学
生
以
上
（
初
心
者

歓
迎
）

定
員

30
人

講
師

杉
山
美
和
子
さ
ん

参
加
料

２
０
０
円
（
保
険
料

含
む
）

準
備
物

運
動
で
き
る
服
装
・

飲
み
物
・
タ
オ
ル
な
ど

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

エ
キ
サ
イ
ト
広
場
（
1
66
・
１

４
３
３
）

日
時

９
月
６
日
〜
10
月
25
日
毎

週
土
曜
日
午
後
２
時
〜
（
全
８

回
）

場
所

有
終
会
館

定
員

20
人

講
師

張
冬

ち
ょ
う
と
う

さ
ん
（
福
井
大
学
教

育
学
部
留
学
生
）

参
加
料

２
０
０
０
円

申
込
締
切
日

８
月
29
日
m

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
日
中
友
好
協
会
（
1
65
・
６

８
４
５
）

●INFORMATION

（１5）

病
気
や
仕
事
な
ど
で
、
家
庭
で

の
子
育
て
が
一
時
的
に
困
難
に
な

っ
た
場
合
、
１
週
間
程
度
を
目
安

に
子
ど
も
を
市
内
の
児
童
養
護
施

設
で
預
か
り
ま
す
。

●
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業

病
気
や
看
護
な
ど
で
、
一
時

的
に
家
庭
で
養
育
で
き
な
い
子

ど
も
を
預
か
り
ま
す
。

●
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ
イ
事
業

ひ
と
り
親
家
庭
で
保
護
者
の

帰
り
が
夜
間
に
な
る
場
合
、
午

後
10
時
ご
ろ
ま
で
子
ど
も
（
特

山
研
修
会
館

講
習
受
講
料

調
理
師
・
製
菓
衛

生
師
と
も
に
１
万
５
０
０
０
円

申
込
期
間

試
験
、
講
習
会
い
ず

れ
も
９
月
１
日
i
〜
19
日
m

そ
の
他

受
験
に
は
、
２
年
間
以

上
の
調
理
従
事
経
験
が
必
要

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

奥
越
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
1

66
・
２
０
７
６
）

日
時

９
月
11
日
l
午
後
７
時
〜

場
所

エ
キ
サ
イ
ト
広
場

対
象

20
歳
〜
64
歳
ま
で
の
人

テ
ス
ト
項
目

握
力
・
立
ち
幅
跳

び
な
ど

定
員

60
人

参
加
料

無
料

申
込
締
切
日

８
月
27
日
k

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課
（
1
66
・
１
１
１

１
内
線
５
３
２
）

庭
や
ベ
ラ
ン
ダ
で
プ
ラ
ン
タ
ー

を
使
っ
た
野
菜
作
り
に
挑
戦
し
ま

し
ょ
う
。

日
時

８
月
31
日
h
午
前
10
時
〜

場
所

花
つ
み
園

定
員

20
人

参
加
料

１
０
０
０
円

申
込
締
切
日

８
月
22
日
m

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
1
65
・

７
２
２
１
）

日
時

９
月
７
日
h
午
前
９
時
〜

場
所

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

対
象

小
学
生

種
目

自
由
形
・
平
泳
ぎ
・
背
泳

ぎ
・
バ
タ
フ
ラ
イ
・
板
キ
ッ
ク

参
加
料

５
０
０
円
（
保
険
料
）

申
込
締
切
日

８
月
26
日
j

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
（
1

64
・
１
３
１
１
）

●
吟
舞
（
ぎ
ん
ぶ
）
道
教
室

日
時

８
月
21
日
〜
10
月
23
日

毎
週
木
曜
日
午
後
７
時
〜
９

時
（
全
10
回
）

対
象

高
校
生
以
上
（
初
心
者

歓
迎
）

定
員

10
人

講
師

越
峰
流
吟
舞
道
会

参
加
料

５
０
０
円

準
備
物

運
動
で
き
る
服
装
・

飲
み
物
・
タ
オ
ル
な
ど

●
リ
ズ
ム
＆
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室

日
時

９
月
５
日
〜
26
日
毎
週

体
力
年
齢
テ
ス
ト

ス
ポ
ー
ツ
課

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
事
業

福
祉
課

Ｂ
＆
Ｇ
水
泳
大
会

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

プ
ラ
ン
タ
ー
で

野
菜
を
作
ろ
う

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

各
種
教
室
の
生
徒
募
集

エ
キ
サ
イ
ト
広
場

中
国
語
の
中
級
講
座

市
日
中
友
好
協
会

調
理
師
・
製
菓
衛
生
師

試
験
と
予
備
講
習
会

奥
越
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

みんなで守ろう大野の地下水
地下水保全基金へご協力をお願いします

　平成 12年 12 月から、市民の共有財産といえる地下水
の保全に向け「大野市地下水保全基金」を設置しています。
この基金は、市民や市内の団体などが行う
・保全に関し必要な啓発活動や調査研究事業
・かん養対策事業
・合理的な利用のための施設整備に対する支援事業
といった、地下水の保全活動に対する補助などに活用する
ものです。基金は趣旨に賛同される皆さんからの寄付金な
どを原資としています。当市の地下水を守り、水と緑に恵
まれた私たちのふるさとを将来の世代に引き継ぐため、皆
さんのご協力をお願いします。

問い合わせ先
　　　生活環境課環境保全係
　　　　（166・１１１１内線４６３）
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夏
た
け
な
わ
。
今
年

も
暑
い
日
が
続
く
だ
ろ

う
。
冬
生
ま
れ
の
私
に

と
っ
て
、
夏
が
一
番
苦

手
な
季
節
で
あ
る
。
そ

ん
な
私
の
夏
ば
て
対
策

の
一
つ
が
「
盆
お
ど
り
」
で
あ
る
。
生
ビ
ー
ル

な
ど
で
暑
さ
を
し
の
ぐ
よ
り
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
効

果
が
あ
っ
て
健
康
的
で
あ
る
▼
こ
の
月
は
夏
休

み
や
お
盆
を
迎
え
各
家
庭
が
に
ぎ
わ
う
。
特
に

お
盆
の
間
は
、
帰
省
客
で
ま
ち
じ
ゅ
う
に
人
が

増
え
て
活
気
づ
く
。
そ
の
期
間
中
、
六
間
会
場

な
ど
で
行
わ
れ
る
「
越
前
お
お
の
お
ど
り
」
を

楽
し
む
こ
と
で
、
暑
さ
を
忘
れ
、
夏
ば
て
を
防

ぎ
、
ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る
の
で
あ
る
▼
そ
れ

だ
け
で
は
な
い
。
お
ど
り
の
輪
か
ら
会
場
の

人
々
を
見
る
と
、
毎
年
帰
っ
て
来
る
人
、
四
〜

五
年
ぶ
り
に
帰
っ
て
来
た
人
、
観
光
で
来
た
人

と
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
そ
ん
な
人
た
ち
と
市
民
が

一
緒
に
な
っ
て
、
大
野
の
夏
を
楽
し
む
人
間
模

様
が
素
晴
ら
し
い
の
で
あ
る
。
今
年
も
多
く
の

人
に
来
て
欲
し
い
も
の
だ
▼
先
日
新
聞
で
、
上

庄
地
区
婦
人
会
が
中
心
と
な
っ
て
、
地
元
に
残

る
伝
説
を
基
に
し
た
「
麻
那
姫
音
頭
」
と
「
ヨ

サ
コ
イ
麻
那
姫
」
の
普
及
活
動
を
進
め
て
い
る

と
い
う
記
事
を
見
て
興
味
を
持
っ
た
。
原
曲
を

そ
の
ま
ま
生
か
し
て
末
永
く
踊
り
継
い
で
い
け

る
も
の
と
、
今
や
全
国
的
に
大
流
行
し
て
い
る

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
風
に
リ
ズ
ミ
カ
ル
で
や
や
激

し
い
も
の
と
の
二
曲
へ
編
曲
し
、
練
習
を
重
ね

て
い
る
と
い
う
。
同
地
区
の
夏
祭
り
に
出
か
け

て
み
よ
う
と
心
待
ち
に
し
て
い
る
▼
六
間
会
場

に
も
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
が
登
場
す
る
日
が
来
る

の
だ
ろ
う
か
？
今
年
の
夏
も
、
夏
ば
て
な
ど
し

て
は
い
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
（
小
）

尾
崎
敏
夫
邸
（
明
倫
町
四
―
七
）

六
間
か
ら
本
町
通
り
を
南
へ
、
お
寺
の
近
く
に
位

置
。
大
正
末
ご
ろ
に
現
在
の
母
屋
が
建
築
さ
れ
た
そ

う
で
、
二
階
部
分
の
壁
が
、
袖そ

で

壁
の
内
面
を
含
め
黒

色
で
統
一
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
特
徴
で
す
。

市　民　の　う　ご　き

市内の交通事故状況（年頭からの計）

世　帯　数
人　　　口

男
女

６月中の異動

７月１日現在
11,898世帯
39,809人
19,035人
20,774人

前　月　比
－12世帯
－43人
－15人
－28人

転 入
転 出

51人
90人

出 生
死 亡

27人
31人

総　件　数
件　数
死　者
傷　者

物 損 事 故

件 数 内 訳

328件
64件
1人

102人
264件

平成15年
６ 月 末 比 較平成14年

６ 月 末

296件
83件
5人

108人
213件

＋32件
－19件
－4人
－6人
＋51件

人
身
事
故

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
情
報
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
1
０
７
７
９
・
66
・
１
１
１
１
）

景
観
賞
な
ど
の
募
集
が
始
ま

り
ま
し
た
。
身
近
に
あ
る
何
気

無
い
風
景
で
も
、
写
真
を
撮
ろ

う
と
し
て
そ
の
美
し
さ
に
「
は

っ
」
と
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い

「
え
え
と
こ
」
が
た
く
さ
ん
あ

る
ん
だ
な
と
。
皆
さ
ん
の
知
っ

て
る
「
え
え
と
こ
」
ぜ
ひ
紹
介

し
て
く
だ
さ
い
（
養
）

編
集
後
記

内　訳

「
霧
降
の
滝
」
は
国
道
一
五

八
号
沿
い
、
和
泉
村
と
の
境
界

近
く
に
あ
り
ま
す
。
水
量
が
豊

富
で
、
夏
で
も
枯
れ
る
こ
と
無

く
流
れ
落
ち
て
い
ま
す
。
数
台

分
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
や
、
ベ
ン

チ
な
ど
が
あ
り
、
運
転
途
中
の

休
憩
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
ド
ラ
イ

バ
ー
の
涼
感
を
誘
い
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。

大
野
え
え
と
こ
⑰

辰
水
書
芸
院
（
明
倫
町
六
―
二
十
二
）

三
番
通
り
沿
い
、
六
間
か
ら
南
へ
入
っ
た
場
所
に

位
置
。
隣
接
す
る
建
物
と
の
棟
割
長
屋
形
式
で
、
一

階
の
引
き
違
い
戸
や
出
格
子
、
二
階
の
手
す
り
付
き

窓
な
ど
が
美
し
い
外
観
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

平成13年度から市が認定を進めている将来に残していき

たいと思う大野らしい建築物や自然などを紹介します。

⑤




